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■「探究」を通して力をつける                校長 栗林 昭彦 

 先月末の都立高校推薦入試から始まり、いよいよ今月

が３年生の入試の山場になります。コロナやインフルエ

ンザもまだ見られる中ですが、３年生の皆さんにはベス

トのコンディションで進路を切り拓いていってほしいと

願ってやみません。 

 

 入学試験で問われるのはどんな力なのでしょうか。

徐々にではありますが、これらにも変化が見られます。

都立高の入試に英語のスピーキングテストの得点が使わ

れるようになったことなどはわかりやすい例です。「知

識及び技能」、「思考力、判断力、表現力」、「学びに向かう力、人間性」の３つの柱で資質・

能力をバランスよく育んでいくことを目的としている学習指導要領の趣旨に沿った学力を見てい

くということが、その流れの根本にあります。単に覚えていることではなく、それらを活用して

どれだけ考えることができているかが問われているということでしょう。 

 

 そうなってくると、試験前に必死に根をつめて覚え込み、一気に吐き出してあとはさっぱり忘

れてしまうような学習ではとうてい太刀打ちできません。長い時間をかけて学習した様々なこと

を、自分の目的に沿って活用し答えを求めていくような力が必要です。これらは本校でいま取り

組んでいる「探究」の学習によって伸ばされる力だと思っています。先日２年生は進路学習（職

場体験）の中で、それぞれの体験先に合わせた事後の学習において探究学習に取り組みました。

たとえば「東京証券取引所」を訪問した人たちは、まずそこで働く皆さんからの丁寧なレクチャ

ーを受けた後、実際に現地を訪問して様々な体験を重ねたうえで、「私が応援したい株式会社」

のテーマでグループごとに調べ、話し合ったうえでレポートをまとめ、プレゼンテーションに臨

みました（プレゼンは企業の方たちにもご覧いただきました）。そもそも「株」とはどういう仕

組みなのか、ある企業を応援することで私たちの暮らす社会にはどんな影響があるのか。学び、

体験し、調べ、考え、話し合い、発表するという学習です。ポイントは生徒自身が主体的に「考

えてみたい」と思う課題であること。今回は事前にお話を聞き、体験したこともあって、生徒た

ちには「探究」へのモチベーションができていたことと思います。 

 

 これらは、教室で先生の話を聞き、黒板を写しているような学習とは明らかに違うことはいう

までもありません。学びに向き合い、知識や体験、自ら調べたこと、自身の考え、そういう様々

なものを組み合わせて「探究」していくこと。こういう学習の経験がこれからの、いわゆる「予

測困難な時代」において求められるものであると考えています。探究そのものの力を問われるよ

うな入試問題は高校の入試ではまだあまり聞きませんが、大学入試においてはすでに様々な改革

が始まっています。いずれ高校入試にも波及してくることもあろうと思っています。 

 

 いずれにしても、過去問を解き、同じような傾向の問題に答えられるような力だけを求められ

る時代は変わりつつあるということです。生徒諸君も、保護者の皆さんも、そしてもちろん私た

ち学校も、いつまでも「これまでどおり」だと高を括っていると、足元を掬われることになりか

ねない。「予測困難な時代」に向き合う準備を始めておかないといけません。 
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■スキー教室 無事終了しました 

 先月２１日～２３日、菅平高原で１年生のスキー教室が実

施されました。今回は「できなかったことができるようにな

る」経験をさせることを一番の目標と考えていました。とか

く「できない」と諦めてしまうことが多い昨今の子どもたち

に、たった３日間でも、専門のインストラクターさんの指示

やアドバイスを素直に受け止め、諦めずに練習を続けること

でスキーができるようなることを経験させたい。その経験は

日頃の学校生活にも必ず活かせるものと考えたからです。 

 慣れないスキーブーツを履いてよろよろと歩く生徒も多か

ったスタートから、ほとんどの生徒が自分の意思どおりに斜面を滑り降りてくるまでになりまし

た。３日目にすべての講習を終え、それぞれ担当のインストラクターさんにお礼を述べる生徒た

ちの表情からは、「できるようになった」ことへの満足感がうかがえたものと思います。また、

宿舎では２日間にわたりレクリエーションとして各クラスからの出し物が披露されました。それ

ぞれのクラスの特徴が表れた、大作？が目白押しでした。 

 中学校３年間で実施する宿泊行事はスキーと修学旅行の 2 回だけです（I 組では他にもあります

が）。学年の仲間と寝食を共にする経験は、生徒の成長に大きく寄与するものです。今回のスキ

ー教室も 1 年生の諸君にとって、貴重な成長の機会となったことと思います。 

■２月の主な予定  

日 曜  学校行事等 I 組 
給食 

1 2 3 Ｉ 

1 木    〇 〇 〇 〇 

2 金  都立高推薦発表  〇 〇 〇 〇 

３ 土        

４ 日        

５ 月  全校朝会  〇 〇 〇 〇 

６ 火  新入生保護者説明会  〇 〇 〇 〇 

７ 水  新入生体験入学  〇 〇 〇 〇 

８ 木   劇音ﾘﾊ 〇 〇 〇 〇 

9 金  
劇と音楽の会(Ｉ組) 
専門委員会 

劇音 〇 〇 〇 × 

10 土  私立高校一般入試      

11 日  建国記念日      

12 月  振替休業日      

13 火  生徒朝会  〇 〇 〇 〇 

14 水 ※ 職員会議  〇 〇 〇 〇 

15 木  避難訓練  〇 〇 〇 〇 

16 金 ※   〇 〇 〇 〇 

17 土        

18 日        

19 月 ※   〇 〇 〇 〇 

20 火  学年末考査(1,2 年)  × × × × 

21 水  
都立高校一般入試 
学年末考査(1,2 年) 
避難所開設準備委員会 

 × × × × 

22 木  学年末考査(全)  〇 〇 〇 〇 

23 金  天皇誕生日      

24 土        

25 日        

26 月 ※ 学年末考査(3 年)  〇 〇 〇 〇 

27 火  ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞﾃｽﾄ(1,2 年)  〇 〇 〇 〇 

28 水 ※   〇 〇 〇 〇 

29 木    〇 〇 〇 〇 

         

         

３
月
の
予
定 

１(金)都立高一般発表 4(月)保護者会(Ｉ組) 

５(火)保護者会(1)   ６(水)保護者会(２) 

７(木)専門委員会 中央委員会 

８(金)生徒朝会 9(土)都立後期・二次入試  

11(月)全校朝会  12(火)卒業式予行 

14(木)都立後期・二次発表 15(金)給食終(3) 

18(月)卒業式準備  19(火)卒業式 

21(木)給食終(1,2 年) 職員会議 

22(金)ｸﾘｰﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 25(月)修了式 

 

※は放課後学習教室実施予定日です。学年末テスト対策や自学自習、英語の音読チェック等を

実施します。また9日、14日、22日には英検2次試験対策講座（3級、準2級）を行います。

英検対策講座は事前申込制です。各学年の英語の先生から申込用紙をもらってください。 


